
 

 

 

千葉市道路境界標設置取扱要領 

（平成２６年度一部改正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉市建設局土木部路政課 

 

 



（目的） 

第１条 この要領は、道路法（昭和２７年法律第１８０号）に基づき認定された千葉市道

（本市が管理する国道及び県道を含む。）、都市計画法（昭和４３年法律第１００号）に

基づき帰属される道路その他法令等に基づき本市が管理することとなる道路とこれらに

隣接する土地との境界を明示する千葉市道路境界標の設置に関し必要な事項を定め、も

って、その取扱の適正を図ることを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この要領において「千葉市道路境界標」とは、次の各号に掲げるものをいう。 

（１） 千葉市型コンクリート杭 

（２） 千葉市型金属標（プレート） 

（３） 千葉市型金属鋲 

２ 前項に規定する千葉市道路境界標の様式は、別表第１に掲げるとおりとする。 

 

（設置協議） 

第３条 千葉市道路境界標（以下「道路境界標」という。）を設置しようとする者は、千葉

市道路境界標設置協議及び購入申請書（様式第１号）に位置図及び境界標設置図を添付し、

市長に協議をしなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による協議書の提出を受けたときは、その日の翌日から起算して

１０日以内に千葉市道路境界標設置協議回答書（様式第２号）により協議者に通知する

ものとする。 

３ 前項の規定による回答書の通知を受けた者は、別表第２に掲げる千葉市道路境界標設

置仕様書に従って作業を行わなければならない。 

 

（購入申請） 

第４条 道路境界標の購入をしようとする者は、千葉市道路境界標設置協議及び購入申請

書（様式第１号）に位置図及び境界標設置図を添付し、市長の承認を受けなければなら

ない。 

２ 前項の場合において、前条第１項の道路境界標の設置のための協議と同時に申請する

場合に限り、同項に定める千葉市道路境界標設置協議及び購入申請書並びに位置図及び

境界標設置図と兼ねることができ、２部提出することを要しない。 

３ 市長は、第１項の規定による申請を受けた場合において、次のいずれにも該当しない

と認めるときは、承認しなければならない。 

（１）道路境界標の購入数について必要数を超えて申請しようとするとき。 

（２）前条第１項に基づく設置協議が不調のとき。 

（３）その他申請手続が法令等に違反していると認められるとき。 



４ 市長は、第１項の規定による申請を受けたときは、その日の翌日から起算して１０日

以内に承認又は不承認の決定をし、千葉市道路境界標購入承認・不承認通知書（コンク

リート杭）（様式第３号）又は千葉市道路境界標購入承認・不承認通知書（金属標）（様

式第４号）により申請者に通知するものとする。 

５ 前項に規定する千葉市道路境界標購入承認通知書（以下「承認通知書」という。）の有

効期間は、承認の日から３０日間とする。 

６ 承認通知書の交付を受けた者は、前項の有効期間内に販売業者に承認通知書を提出し、

購入しなけなければならない。 

 

（保管） 

第５条 道路境界標を購入した者は、その保管を十分に注意して行い、盗難防止及び安全

管理を徹底しなければならない。 

２ 道路境界標の保管に関し、生じた損害は自己の責任で処理するものとする。 

 

（完了届） 

第６条 第３条第２項に規定する千葉市道路境界標設置協議回答書の交付を受けた者は、

設置完了指定日までにその設置を完了しなければならない。 

２ 道路境界標の設置を完了した者は、千葉市道路境界標設置完了届（様式第５号）に位

置図、境界標設置図及び埋設写真を添付し、速やかに市長に届け出なければならない。 

 

（完了検査） 

第７条 市長は、前条第２項の規定により設置完了届の提出を受けた場合は、届出者の立

会を求めて、現場検査を実施するものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、市長は、軽易な事案等の場合には、現場検査を省略し、書

類検査に代えることができる。 

３ 市長は、前２項の検査の結果、不備があると認める場合は、直ちに補正を求め、又は

書類の提出を指示することができる。 

４ 前項の規定により補正又は指示を受けた者は、速やかに補正し、又は書類を提出し、

市長の検査を受けなければならない。 

 

（管理引継） 

第８条 市長は、前条の規定による検査の結果、合格と認められる場合は、当該道路境界

標の管理保全を引継ぐものとする。ただし、管理保全に関し別段の取り決めをした場合

は、その取り決めに従うものとする。 

 

 



（費用負担） 

第９条 道路境界標の購入に係る費用は、申請者の負担とする。 

２ 道路境界標の設置に係る費用（撤去費用及び測量費用を含む。）は、申請者の負担とす

る。 

３ 道路境界標の管理保全に係る費用は、本市の負担とする。 

４ 前３項の規定にかかわらず、費用の負担に関し別段の取り決めをした場合は、その取

り決めに従うものとする。 

 

（委任） 

第１０条 この要領の施行に関し必要な事項は、建設局土木部長が定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、平成２０年１１月１日から施行する。 

 

（経過措置） 

２ この要領は、平成２０年１１月１日以後の申請、協議、届出等について適用し、同日

前にあったものは、なお、従前の例による。 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

 （経過措置） 

２ この要綱の施行の際現にこの要綱による改正前の様式により調製された用紙は、当分

の間、必要な箇所を修正して使用することができる。 

 

 附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成２６年６月１日から施行する。 

 

 （経過措置） 

２ この要綱の施行の際現にこの要綱による改正前の様式により調製された用紙は、当分

の間、使用することができる。 



 

様式第１号 

            年  月  日 

 

（あて先）千葉市長 

 

申請者：住所 

氏名              (※) 

    (※)法人の場合は、記名押印してください。 

      法人以外でも、本人(代表者)が手書きし 

ない場合は、記名押印してください。 

                            連絡先電話番号 

連絡先電子メールアドレス                @               

 

千葉市道路境界標設置協議及び購入申請書 

 

上記の件について、「千葉市公共測量作業規程」及び「千葉市道路境界標購入申請及び設置協議取扱

要綱」に基づき、下記のとおり設置及び購入したいので、協議・申請します。 

なお、設置にあたり、土地所有者の承諾を得て実施します。 

記 

１．土地所有者  住所                           

又は事業者  名称                           

     

２．購入の目的                                 

                                                           

３．設置場所   千葉市   区    町   丁目     番地先 

 

４．設置完了予定日      年  月  日 

 

５．購入本数及び種類 

 

 

 

 

 

 

６．添付書類   ①位置図、②境界標設置図（道路境界確定図等に設置位置及び境界標の種類を 

明示したもの） 

７．注意点   （１） 道路境界標の設置時は、関係土地所有者の承諾を得て、実施し、紛争を回避

すること。 

  この場合において、申請者は、一切の責任を負うこと。 

 (２）道路境界標の設置に関し、必ず路政課の担当者と協議を行ってください。 

 

種別 ＋ 印 ↑ 印      印  合 計 

コンクリート杭 本 本 本      本 

金属標大型 枚 枚 枚      枚 

金属標小型 枚 枚 枚      枚 

金属鋲 本        本 



様式第２号                          千建路第    号 

  年  月  日 

            様 

道路管理者 千葉市 

千葉市長         印 

 

千葉市道路境界標設置協議回答書 

 

下記の種類及び数量の道路境界標の設置に関し、下記のとおり回答します。 

 

記 

 

道 路 境 界 標 の 種 類 及 び 数 量 

種    別    ＋   印 ↑   印       印 

コンクリート杭       本       本       本 

金属標大型       枚       枚       枚 

金属標小型       枚       枚       枚 

金属鋲       本                

 

回 答 

内 容 

・千葉市道路境界標設置取扱要領の別表第２の道路境界標設置仕様書に従い、

設置の作業を行うこと。 

・境界標の設置は、  年  月  日までに完了すること。 

・千葉市公共測量作業規程、千葉市公共基準点管理要綱に従い設置すること。 

・境界標の設置後は、路政課へ速やかに境界標設置完了届を提出し、千葉市長

の検査を受けること。検査の結果、補正の必要がある場合は、その指示に従

い作業を行うこと。 

・設置協議の内容に変更が生じた場合は、速やかに路政課と変更協議をするこ

と。 

・その他、関係法令、規程を遵守して作業を行うこと。 

担当 千葉市建設局土木部路政課道路台帳係 

                    ℡０４３－２４５－５３７４ 

 



様式第３号 

千建路第    号 

  年  月  日 

 

            様 

 

道路管理者 千葉市 

千葉市長         印 

 

千葉市道路境界標購入承認・不承認通知書（コンクリート杭） 

 

下記の種類及び数量の道路境界標の購入を承認・不承認とします。購入する際に、この

承認書を販売会社にお渡しください（この承認書の有効期間は、承認日より３０日間です）。 

 

記 

 

道 路 境 界 標 の 種 類 及 び 数 量 

種    別    ＋   印 ↑     印         印 

コンクリート杭       本        本         本 

 

不承認とする 

境界標の種類及び本数 

 

 

不承認とする理由 
 

 

道 路 境 界 標 販 売 会 社 

会社名 販売品目 住所・℡ 

 

 

  

 

担当 千葉市建設局土木部路政課道路台帳係 

                           ℡０４３－２４５－５３７４ 

 



様式第４号                          千建路第    号 

  年  月  日 

 

            様 

 

道路管理者 千葉市 

千葉市長         印 

 

千葉市道路境界標購入承認・不承認通知書（金属標） 

 

下記の種類及び数量の道路境界標の購入を承認・不承認とします。購入する際に、この

承認書を販売会社にお渡しください（この承認書の有効期間は、承認日より３０日間です）。 

 

記 

 

道 路 境 界 標 の 種 類 及 び 数 量 

種    別    ＋   印 ↑    印       印 

金属標大型       枚       枚       枚 

金属標小型       枚       枚       枚 

金属鋲       本               

 

不承認とする 

境界標の種類及び枚数 

 

 

不承認とする理由 
 

 

道 路 境 界 標 販 売 会 社 

会社名 販売品目 住所・℡ 

 

 

 

 

 

 

担当 千葉市建設局土木部路政課道路台帳係 

                           ℡０４３－２４５－５３７４ 



 

様式第５号 

               年  月  日 

 

 （あて先）千葉市長 

 

申請者：住 所 

氏 名            (※) 

  (※)法人の場合は、記名押印してください。 

    法人以外でも、本人(代表者)が手書きしない 

    場合は、記名押印してください。 

連絡先電話番号 

連絡先電子メールアドレス                 @                

 

千葉市道路境界標設置完了届 

 

上記の件について、千葉市道路境界標設置取扱要領に基づき下記のとおり設置したので届け出ます。 

 

記 

１ 土地所有者   住所                             

  又は事業者   氏名                                 

２ 設置目的                                  

３ 設置場所    千葉市   区   町   丁目   番地先                                 

４ 境界標設置数量 

種別 数量 

コンクリート杭  

金属標  

金属鋲  

５ 添付資料   ①位置図 

②境界標設置確認図（境界標の種類を明示し、点間距離を基本とした点検測量） 

③埋設写真（設置位置が特定できるように境界点番号等を記入してください。） 

 

路政課記入欄 道路台帳係長 担当者 確認日 

     

所見                                            

                                            













別表第２ 

千葉市道路境界標設置仕様書 

（１）道路境界標の設置は、隣接土地所有者に必ず承諾を得て行い、私有地内での作業や

構造物等の掘削の必要がある場合には、十分に説明を行わなければならない。 

（２）道路境界標を復元する場合は、「千葉市公共測量作業規程」、「千葉市公共基準点管理 

要綱」その他関係法令等を遵守し、千葉市４級基準点を使用する。付近に千葉市４級

基準点が無い場合は、千葉市公共基準点等を与点とする４級基準点測量により基準点 

（最低３箇所）を埋設し、測量しなければならない。 

（３）道路境界標は、コンクリート杭の設置を原則とし、その設置が不可能又は著しく困

難な場合は金属標を、金属標の設置も不可能又は著しく困難な場合は、金属鋲を設置

する。 

（４）金属標は、大型の設置を原則とし、その設置が不可能又は著しく困難な場合は小型

を設置する。 

（５）道路の折れ点に斜印又は十印若しくは↑印の道路境界標を設置する。道路境界の２ 

点間の距離が５０ｍを超える場合には、中間点として上記の道路境界標を設置する。

設置する間隔は、約２０ｍ～３０ｍ毎とする。 

（６）道路境界標は、杭への影響、通行の支障等を考慮し、土地所有者の承諾を得て、私 

有地側から設置することを原則とする。道路側から設置する場合は、U 字溝の蓋の上

等、道路境界標が亡失又は変位するおそれのある箇所には、設置しない。 

（７）道路境界標は、仮杭の位置で押さえ、控点（十字控）をとる等、垂直に設置する。 

（８）コンクリート杭の地上高は、杭への影響、通行の支障等を考慮し、地面と水平にす

る。ただし、コンクリート杭が埋没するおそれのある場所に設置する場合は、地上高

１５ｃｍを標準とする。その他、土地所有者と協議のうえ決定する。 

（９）コンクリート杭の頭部は、ペンキ等で朱色に塗布する。道路境界標を兼ねた民杭を

塗布する場合は、土地所有者の承諾を得て行う。 

（10）金属標の設置は、カッター等で舗装版を切除し、舗装面と水平に埋設する。ただし、 

設置箇所の素材や構造等により、埋設が不可能又は著しく困難な場合は、セメント等

で金属標の周りを盛り固め、通行の障害となる段差が生じ無いように設置する。 

（11）県道には千葉市道路境界標を設置する。また、国道には所管の国道事務所と協議し

て決定する。 

（12）道路境界標の設置に関し疑義が生じた場合や上記の設置方法により難い事情があ 

る場合、又は設置協議内容に変更が生じた場合は速やかに建設局土木部路政課に報告

し、その指示を受けるものとする。 

（13）道路境界標の設置に際し、付近を掘り起こした場合は、埋め戻し、付き固めを十分 

に行う。仮杭、残土、撤去したコンクリート杭等は、適切に処理する。必要により、

建設局土木部路政課に処理方法を確認して、作業を行う。 

 


